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第３回足利市農業委員会議事録 

 

足利市農業委員会会長 三田隆俊は、平成２９年８月２５日、午前９時３０分、農業委

員を足利市役所に召集し、第３回足利市農業委員会を開催した。 

 

１ 出席した委員は、次のとおりである。 

議席

番号 
氏  名 

議席

番号 
氏  名 

議席

番号 
氏  名 

  １ 小山 勉   ２ 三田照子   ３ 三田隆俊 

  ４ 藤生正浩   ５ 森山進平   ６ 遠藤茂太 

  ７ 河内義昭   ８ 星野雅彦  ９ 長谷川良光 

１０ 亀田幸雄 １１ 仙田光男 １２ 桐生さとみ 

１３ 清水 茂 １４ 赤坂安一 １５ 本島一喜 

 

１ 出席した職員は、次のとおりである。 

   局長 蜂須義久、次長 吉澤 勇、副主幹 足立 純、主査 糸井隆雄、主事 大賀 俊 

１ 書記は、次のとおりである。 

 主査 本田未央子 

１ 会議事件は、次のとおりである。 

   (議事日程のとおり) 

１ 会議の概要は次のとおりである。 

局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

報告いたします。ただいまの出席委員は１５名、全員であります。 

本日の議事日程について報告いたします。 

日程第１ 議事録署名委員の決定について 

日程第２ 農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局長 

専決処理について 

日程第３ 議案第１号から議案第５号について 

議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について 

議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

議案第４号 農用地利用集積計画の決定について 

議案第５号 足利農業振興地域整備計画の変更（案）に係る市長からの 

協議について 

以上であります。 

ただいま局長から報告のあったとおり、出席委員１５名で定足数に達して

おりますので、これより第３回足利市農業委員会を開会いたします。 

【午前９時２７分 開会】 



2 

 

議長 

次長 

議長 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

 

主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

議長 

 

 

 

 

副主幹 

 

 

 

報告事項について、次長より報告いたさせます。 

【事業概要報告】 

次長から報告がありましたが、ご意見はございませんか。 

【意見なし】 

それでは日程に入ります。 

日程第１ 議事録署名委員の決定について議題といたします。 

議事録署名委員は、議長において指名することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、よって議事録署名委員は議長において指名いたします。 

２番 三田照子委員、１４番 赤坂安一委員を指名いたします。 

ご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議事録署名委員は両名と決定いたしました。 

続いて日程第２ 農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局

長専決処理について、事務局からの報告を求めます。 

議案書の１ページをお開き下さい。 

農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局長専決処理につい

て、ご報告させていただきます。１ページの総括表に基づきましてご報告いた

します。 

まず始めに、農地法第４条の届出ですが、件数が１件、筆数が１筆、面積が

３９０㎡となっております。 

続きまして、農地法第５条の届出ですが、件数が２２件、筆数が３２筆、面

積が９，１６４．６１㎡となっております。 

合計いたしまして、件数が２３件、筆数が３３筆、面積が９，５５４．６１

㎡となっております。 

また、詳細につきましては、第４条の届出が２ページに、第５条の届出が３

ページから７ページに記載されております。 

よろしくお願いいたします。 

ただいま、事務局から報告致しましたが、ご質問はございませんか。 

【質問なし】 

ないようですので、それでは、専決処理についてご了承願います。 

続いて日程第３に入ります。 

議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請についてを議題と

いたします。 

事務局の説明を求めます。 

議案書の８ページをお開き下さい。 

議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請について、ご説明いたしま

す。 

１番、申請地は月谷町地内の田、面積１，０８７㎡ほか８筆です。合計で 
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議長 

 

５番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６８１４㎡です。 

譲受理由は、市内で牧場運営を行っており、牧草の本格的な自社生産を行い

たいで、譲渡理由は、高齢により経営規模を縮小したいというものです。契約

内容は解除条件付きの賃借権の設定です。 

続きまして、議案書の４７ページをお開き下さい。１番の調査書となってお

ります。 

各項目とも、適正なものと判断されております。本案件は市内の一般法人の

新規農業参入にかかる案件で、本来運営委員会での審査案件ですが、今回運営

委員会が調査班を兼ねていたため、調査会で新規就農についても審査を行い

ました。その新規就農に係る資料が５１ページから載せてございますので、ご

覧いただきたいと思います。 

失礼いたしました。その前に４８ページが位置図、４９ページと５０ページ

が公図の写しとなってございます。５１ページから５２ページに営農計画書、

５３ページから５５ページに法人登記簿の写し、５６ページから６０ページ

に定款、６１ページから６２ページ左側までが理由書、６２ページ右側から６

３ページ左側に地域調和についての確約書、に６３ページ右側から６４ペー

ジに牧草試験耕作の位置図、６５ページから６８ページに解除条件付き契約

書が載せてございます。一般法人での農地の貸借の場合、何らかの事情で耕作

が出来なくなった場合に所有者が一方的に契約を解除できる条件を契約書に

入れることが義務付けられておりまして、このためこのような契約書の作成

をお願いしているところでございます。 

以上よろしく、ご審議をお願いいたします。 

本件は調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 

森山委員。 

５番 運営委員長の森山です。 

３条許可申請及び新規就農について、調査会の実情調査結果を報告いたし

ます。 

今回は、３条許可申請に伴い、別添の申請資料にもとづきまして、申請人出

席のもと実情調査を行いました。 

調査年月日は、平成２９年８月１７日、木曜日、午前１１時００分から、私

と三田会長、長谷川職務代理、遠藤委員、星野委員の計５名で調査を行いまし

た。 

申請内容、申請理由については、事務局から説明がありましたので省略いた

します。 

今回、申請人からの実情調査で、申請人は市内で人材派遣業を営む傍ら牧場

の運営を行っており、ポニー１３頭を飼育しているが、飼料１頭当たり１日約

２０キロを購入しており経費もかかるため、飼料を自社で生産することを計

画し、申請地を賃借して採草放牧地として利用したく、今回申請に至ったとの

ことでありました。 
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議長 

 

９番 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

副主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

９番 

 

 

重要な使用人として農業大学出身の社員を農場長として配置するほか、若

い社員を配置し技術を習得させ、地区の前農業委員にトラクター運転につい

て技術指導を仰ぐ計画であります。また地域の草刈等にも積極的に参加し地

域住民の信頼獲得に努めたいとのことでありました。なお、申請人が保有する

市内にある現在の厩舎・馬場の状況についても確認し、営農を行う諸条件がす

でに整い、同社の営農への強い意欲があることを確認いたしました。 

結果として、調査会といたしまして、新規就農を承認し、許可したいと考え

ております。 

以上で、報告を終わります。 

ただいま報告のあった本件について、意見を求めます。 

長谷川委員。 

９番 長谷川です。 

調査会の中でも、いらした担当者の方にお聞きして、アドバイス的な意見を

申し上げましたけれども、賃借料が高すぎるということで、それと同じ資料が

こちらに載っていますけれども、その後、当事者からの変更があったのか、ま

たもしなかった場合でも、調査会の中で賃料が高すぎるという指摘を述べて

いるだけに、もし金額が変更になっても、それはそれで承認する方向でいった

ほうがいいのではないかというふうに思いますので、意見として申し述べた

いと思います。 

足立副主幹。 

ご質問の件につきましては、６５ページと６８ページに契約金額について

載せてございます。 

６６ページのほうが、借賃としまして毎月末に１万５千円を支払うという

ことで記載がございます。 

長谷川職務代理のご指摘がございましたので、賃料を見直す方向でお願い

をしましたところ、当初２万円だったところを５千円下げて１万５千円にし

ていただいたということでございます。６８ページの金額につきましても、協

議をした結果、当初の金額どおりでお願いしたいということとなったと報告

をいただいております。 

なお、こちらも反省すべき点があるのですが、事務局で示しております賃借

料情報ですが、あらためて見なおしてみて初めて気が付いたのですが、どこに

も年額という表示がなかったのです。当たり前に年額でみてしまいっていて、

申請者は月額と勘違いをされたということで、当初から勘違いがたあっまま

ということで、こちらにも非があったかなと反省しておるところでございま

す。 

以上、報告いたします。 

よろしいですか。 

気が付かなければそれまでの案件ですが、毎月ですから、一反当たり年間で

十何万という額になってしまうものですから、周りに与える影響も非常に大
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議長 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

副主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きくなるかなと思いますので、許可する方向はいいのですけれど、最後は周り

の状況に合わせるように、農業委員会からお願いなり、相談していただけたら

と思います。 

月額、年額の勘違いがあったということですが、しっかりと農業委員会から

も賃借料情報に追記をし、皆さんが間違えないように発信していかなければ

ならないと思います。 

そして、この案件の関係者にもそれなりの説明をしていかなければと思っ

ています。 

それでは他にございませんか。それでは、本件を許可することにご異議ござ

いませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第１号はそのように決定いたしました。 

続いて、議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について

を議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 

それでは議案書の９ページをお開き下さい。差し替えをさせていただきま

したので、そちらをご覧ください。 

議案第２号、農地法第４条の規定による許可申請について、ご説明いたしま

す。 

１番、申請地は奥戸町地内の田、面積９１㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備で、太陽光パネル４４枚を７０．８４㎡に設置

するものです。 

申請理由は、規模縮小による農地の有効利用と売電のため、太陽光発電設備

を設置したいで、農地区分は第２種農地、備考としまして、都市計画法適用外、

足利市再生エネルギー条例適用外、こちらは１０００㎡未満は条例上、適用外

となっております。農地法４－２－２、他に代替えする土地の有無 無です。 

なお、、平成２８年２月１７日付けで太陽光発電設備用地として農地転用許

可をしております、隣接する田 ５０６㎡と一体利用となります。 

続きまして、議案書の６９ページをご覧下さい。１番の調査書となっており

ます。各項目とも適正なものと判断されております。次ページに位置図と公図

が載せてございますのでご覧いただきたいと思います。 

また、参考といたしまして７１ページに土地利用計画図・太陽光パネル配列

図が載せてございますので、併せてご覧いただきたいと思います。 

それでは議案書の９ページにお戻り下さい。 

続きまして２番、申請地は板倉町地内の田、面積２５４㎡ほか１筆、計６３０

㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備で、太陽光パネル１４０枚のうち１０５枚を

１３１．０４㎡に設置するものです。 

申請理由は、規模縮小による農地の有効利用と売電のため、太陽光発電設備
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議長 

 

議長 

 

議長 

 

 

 

副主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を設置したいで、農地区分は第２種農地、備考としまして、都市計画法適用外、

足利市再生エネルギー条例適用外、農地法４－２－２、他に代替えする土地の

有無 無です。 

なお、隣接する雑種地６４㎡と一体利用になります。 

続きまして、議案書の７２ページをご覧下さい。２番の調査書となっており

ます。 

調査書は各項目とも適正なものと判断されております。次ページに位置図

と公図、また７４ページに土地利用計画図が載せてございますのでご覧いた

だきたいと思います。 

以上、よろしくご審議をお願いいたします。 

本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第２号はそのように決定をいたしました。 

続いて、議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について

を議題といたします。 

事務局の説明をお願いいたします。 

それでは、議案書の１０ページをお開き下さい。こちらも差し替えいたしま

したページですのでそちらをご覧ください。 

議案第３号、農地法第５条の規定による許可申請について、ご説明いたしま

す。 

１番、申請地は月谷町地内の田、面積１，００４㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備で、太陽光パネル２２４枚を３６５．９０㎡に

設置するものです。 

申請理由は、太陽光発電をするため申請地を借り受け、太陽光発電設備を設

置したいで、契約内容は使用貸借権の設定、農地区分は第２種農地、備考とし

まして都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例届出済、農地法５－２－

２、他に代替えする土地の有無 無です。 

ちなみに貸渡人と借受人は親子になります。 

続きまして、議案書の７６ページをお開き下さい。１番の調査書となってお

ります。 

調査書は各項目とも適正なものと判断されております。 

１０００㎡を超える案件でございますので、調査会で調査をしておりまし

て、その実情調査報告書が７５ページと７７ページから８０ページに載せて

ございます。 

議案書の１０ページにお戻りください。 

続きまして２番、申請地は大前町地内の田、面積２５４㎡ほか２筆、計 

２，１３５㎡です。 
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施設の概要は太陽光発電設備で、太陽光パネル５２４枚を１，３００㎡に設

置するものです。 

申請理由は、太陽光発電をするため申請地を譲り受け、太陽光発電設備を設

置したいで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２種農地、備考とし

まして都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例届出済、農地法５－２－

２、他に代替えする土地の有無 無です。 

続きまして、議案書の８２ページをご覧下さい。２番の調査書となっており

ます。 

調査書は各項目とも適正なものと判断されております。 

また、実情調査報告書が８１ページと８３ページから８９ページまでに載

せてございます。 

それでは議案書の１１ページをお開きください。 

続きまして３番、申請地は松田町地内の田、面積３６３㎡ほか２０筆、計 

９，９２５㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備で、太陽光パネル１，８４１枚を３，０７４．

４７㎡に設置するものです。 

申請理由は、太陽光発電をするため申請地を借り受け、太陽光発電設備を設

置したいで、契約内容は地上権の設定、農地区分は第２種農地、備考としまし

て都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例協議済、農地法５－２－２、

他に代替えする土地の有無 無です。なお、隣接する原野２６１㎡と一体利用

になります。また、５条許可申請５番と関連する案件でございます。 

続きまして、議案書の９１ページをご覧下さい。 

３番の調査書となっております。調査書は各項目とも適正なものと判断さ

れております。 

なお、前回の総会でもお話しさせていただきましたが、申請地周辺がホタル

の繁殖地になっており、一部で反対運動が起こっている状況も考慮いたしま

して、許可が相当と認められる場合に付すべき条件として、「事業開始前に周

辺住民等との間で十分調和を図った上で着工すること」という項目を入れさ

せていただきました。 

なお本日、追加でお配りをさせていただきましたが、申請人からのこれにつ

いての確約書が出されておりますので、そちらも併せてご覧いただきたいと

思います。９６—２というものでございます。 

確約書の内容を確認したいと思います。 

【確約書の読み上げ】 

また、実情調査報告書が９０ページと９２ページから９６ページに載せて

ございますので、併せてご覧いただきたいと思います。 

それでは議案書の１２ページにお戻りください。 

続きまして４番、申請地は奥戸町地内の宅地、現況畑、面積１１８．９９㎡

ほか１筆、計９７４．９９㎡です。 
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施設の概要は太陽光発電設備で、太陽光パネル２１６枚を３５９．１５㎡に

設置するものです。 

申請理由は、太陽光発電をするため申請地を譲り受け、太陽光発電設備を設

置したいで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２種農地、備考とし

まして都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例適用外、農地法５－２－

２、他に代替えする土地の有無 無です。 

続きまして、議案書の９７ページをご覧下さい。４番の調査書となっており

ます。調査書は各項目とも適正なものと判断されております。 

９８ページに位置図と公図、土地利用計画図が９９ページに載せてござい

ますので、ご覧いただきたいと思います。それでは議案書の１２ページにお戻

りください。 

続きまして５番、申請地は松田町地内の畑、面積７４０㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備で、太陽光パネル９５枚を１５８．６５㎡に設

置するものです。 

申請理由は、太陽光発電をするため申請地を譲り受け、太陽光発電設備を設

置したいで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２種農地、備考とし

まして都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例協議済、農地法５－２－

２、他に代替えする土地の有無 無です。 

なお、５条許可申請３番と関連する案件となります。 

続きまして、議案書の１００ページをご覧下さい。５番の調査書となってお

ります。調査書は各項目とも適正なものと判断をされております。 

なお、許可が相当と認められる場合に付すべき条件として、３番と同様に

「事業開始前に周辺住民等との間で十分調和を図った上で着工すること」と

いう項目を入れさせていただきました。 

１０１ページに位置図、１０２ページに公図、１０３ページに土地利用計画

図が載せてございます。 

それでは議案書の１２ページにお戻りください。 

続きまして６番、申請地は粟谷町地内の田、現況畑、面積３７８㎡です。 

施設の概要は、一般住宅一棟、延べ床面積１１４．９３㎡です。 

申請理由は、現在市内の妻の実家に住んでいるが、手狭なため申請地を譲り

受け、住宅を建築したいで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２種

農地、備考としまして都市計画法３４－１４、長期居住者のための住宅、農地

法施行令１０－２、農業の振興に資する施設 住宅です。 

続きまして、議案書の１０４ページをお開き下さい。６番の調査書となって

おります。調査書は各項目とも適正なものと判断をされております。次ページ

に位置図と公図が載せてございます。 

それでは議案書の１３ページをお開きください。 

続きまして７番、申請地は堀込町地内の畑、面積４９８㎡です。 

施設の概要は、一般住宅一棟、延べ床面積８５．２７㎡です。 
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申請理由は、現在市内の借家に住んでいるが、手狭なため申請地を譲り受け

とありますが、借り受けの誤りですので訂正をお願いします。申請地を借り受

け、住宅を建築したいで、契約内容は使用貸借権の設定、農振区分は調査中と

ありますが、農振区域内の誤りですのでこちらも訂正をお願いします。農地区

分は第２種農地、備考としまして都市計画法３４－１４、長期居住者のための

住宅、農地法施行令１０－２、農業の振興に資する施設 住宅です。 

なお、譲受人と譲渡人は義理の親子になります。 

続きまして、議案書の１０６ページをお開き下さい。７番の調査書となって

おります。調査書は各項目とも適正なものと判断されております。次ページに

位置図と公図が載せてございます。 

議案書の１３ページにお戻りください。 

続きまして８番、申請地は羽刈町地内の畑、現況 その他とありますが、現

況は物置が建っている状態でございます。面積が４１㎡です。 

施設の概要は、住宅の敷地拡張で、物置１棟延べ床面積９．５５㎡です。 

申請理由は、隣接地に住宅を建てて住んでいるが収納が手狭なため、申請地

を譲り受け敷地を拡張し、物置を建築したいで、契約内容は所有権移転の売

買、農地区分は第２種農地、備考としまして都市計画法３４－１１、かっこ書

きが抜けておりますが、基準を満たす道路に接する住宅でございます。農地法

５－２－２、他に代替えする土地の有無 無です。 

なお、隣接する宅地４９８．７６㎡と一体利用となります。 

続きまして、議案書の１０８ページをご覧下さい。８番の調査書となってお

ります。各項目とも適正なものと判断されております。次ページに位置図と公

図が載せてございます。 

以上、よろしくご審議をお願いいたします。 

本件は先に１番を上程いたします。 

本件は調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 

遠藤委員。 

６番 遠藤です。 

実情調査の結果を報告いたします。 

資料の７５ページをご覧下さい。 

今回は、５条許可申請に伴い、申請地の調査と、別添資料の調査書に基づき

まして、審査基準の確認を行いました。 

調査年月日および調査班は３条許可申請と同様であります。 

調査対象、契約内容、申請理由については、事務局から説明がありましたの

で省略いたします。 

５条許可申請の実情につきましては、申請地の現地調査と、申請代理人の出

席のもと、聞き取り調査を行いました。 

本件は、申請人が太陽光発電設備用地として、利用したいというものです。 

転用面積については、最大公称出力６６．０８キロワットの発電設備を設置
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しようと計画し、申請地に発電パネル枚数２２４枚が設置できる、１，００４

㎡の面積が必要とのことでした。 

土地の選定理由としましては、周辺に障害物がなく日当たりの良いなどの

条件の土地を数ヵ所検討し、条件を満たしている適地が申請地とのことでし

た。 

申請地東側および西側、北側は水路、南側は田となります。 

発電パネルの設置は、造成を行わず整地のみで行い、周囲は安全対策として

フェンスを設置する予定です。 

雨水対策は敷地内自然浸透とし、除草対策については防草シートを敷くこ

とから、周辺農地への影響はないものと思われます。 

また、事業費は、全て融資で賄われることを確認いたしました。 

結論として、申請地は、月谷町東部の第２種農地であり、申請人の実情から、

転用の必要性と確実性が認められ、別紙調査書の許可基準を満たしているこ

とから、調査班としては、許可相当と判断いたしました。 

以上で、報告を終わります。 

ただいま報告のあった本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第３号 １番はそのように決定いたしました。 

続いて、２番を上程いたします。 

本件は調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 

星野委員。 

８番 星野です。 

それでは実情調査の結果を報告いたします。 

資料の８１ページをご覧下さい。 

今回は、５条許可申請に伴い、申請地の調査と、別添資料の調査書に基づき

まして、審査基準の確認を行いました。 

調査年月日および調査班は３条許可申請と同様であります。 

調査対象、契約内容、申請理由については、事務局から説明がありましたの

で省略させていただきます。 

５条許可申請の実情につきましては、申請地の現地調査と、申請人の出席の

もと、聞き取り調査を行いました。 

本件は、申請人が太陽光発電設備用地として２区画、利用したいというもの

です。 

転用面積については、最大公称出力８１キロワットの発電設備と、もう一方

に最大公称出力６７．２０キロワットの発電設備を設置しようと計画し、申請

地に発電パネル枚数３００枚と２２４枚がそれぞれ設置できる、２，１３５㎡

の面積が必要とのことでした。 
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土地の選定理由としましては、周辺に障害物がなく日当たりの良いなどの

条件の土地を数ヵ所検討し、条件を満たしている適地が申請地とのことでし

た。 

申請地東側および西側は認定外道路および田、南側は水路および畑・山林、

北側は水路および田となります。 

発電パネルの設置は、造成を行わず整地のみで行い、周囲は安全対策として

フェンスを設置する予定です。 

雨水対策は敷地内自然浸透とし、安全対策として遠隔モニタリングサービ

スを利用することから、周辺農地等への影響はないものと思われます。 

また、事業費は、土地購入費を含め、全て自己資金で賄われることを確認い

たしました。 

結論として、申請地は、大前町北東部の第２種農地であり、申請人の実情か

ら、転用の必要性と確実性が認められ、別紙調査書の許可基準を満たしている

ことから、調査班としては、許可相当と判断いたしました。 

以上で、報告を終わります。 

ただいま報告のあった本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第３号 ２番はそのように決定いたしました。 

続いて、３番を上程いたします。 

本件も調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 

森山委員。 

５番 森山です。 

実情調査の結果を報告いたします。 

資料の９０ページをご覧下さい。 

今回は、５条許可申請に伴い、申請地の調査と、別添資料の調査書に基づき

まして、審査基準の確認を行いました。 

調査年月日および調査班は３条許可申請と同様であります。 

調査対象、契約内容、申請理由については、事務局から説明がありましたの

で省略いたします。 

５条許可申請の実情につきましては、申請地の現地調査と、申請代理人の出

席のもと、聞き取り調査を行いました。 

本件は、申請人が太陽光発電設備用地として利用したいというものです。 

転用面積については、最大公称出力５５２．３キロワットの発電設備を設置

しようと計画し、申請地に発電パネル枚数１，８４１枚が設置できる、９，９２５

㎡の面積が必要とのことでした。 

土地の選定理由としましては、周辺に障害物がなく日当たりの良いなどの

条件の土地を数ヵ所検討し、条件を満たしている適地が申請地とのことでし
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た。 

申請地東側は水路および田、西側は田、南側は河川、北側は公道となります。 

発電パネルの設置は、敷地内で切土と盛土を行ったうえで整地をし、周囲は

安全対策としてフェンスを設置する予定です。 

雨水対策は、自然浸透としますが大雨に備え、雨水浸透桝および沈砂池を設

けるため、周辺農地等への影響はないものと思われます。 

また、事業費は、土地購入費を含め全て自己資金で賄われることを確認いた

しました。 

また、周辺住民等から今回の事業に対し反対運動が起きていることから、事

業開始前に周辺住民等と十分に調和を図った上で事業を開始するとの内容の

確約書の提出を取りつけております。 

結論として、申請地は、松田町東部の第２種農地であり、申請人の実情から、

転用の必要性と確実性が認められ、別紙調査書の許可基準を満たしているこ

とから、調査班としては、許可相当と判断いたしました。 

以上で、報告を終わります。 

ただいま報告のあった本件について、意見を求めます。 

長谷川委員。 

９番 長谷川です。 

地上権設定２１年ということですが、固定資産税は支払えるのですか。 

お互いの契約間で了承していることと思います。 

よろしいですか。 

わかりました。 

そのほかにご意見ございますか。それでは、本件を許可することにご異議ご

ざいませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第３号 ３番はそのように決定いたしました。 

続いて、４番から８番を上程いたします。 

本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件は計画のとおり決定することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第３号 ４番から８番はそのように決定いたしまし

た。 

続いて、議案第４号 農用地利用集積計画の決定についてを議題といたし

ます。 

事務局の説明をお願いいたします。 

それでは議案書の１４ページをお開き下さい。 

議案第４号、農用地利用集積計画の決定について、ご説明いたします。 

平成２９年８月３１日公告分であります。 
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議案書の１５ページをご覧下さい。今回の議案の総括表であります。貸借権

設定（利用権設定）が１１件で、面積３４，９５６㎡です。 

続きまして所有権移転が２件で３，５４３㎡です。 

なお、詳細については、１６ページから１９ページに記載されております。 

続きまして、所有権移転、交換が２件ございます。議案書の２０ページをお

開き下さい。 

１番、交換を行う土地は、野田町地内の田、面積は１，９１７㎡です。 

ちなみに２番と関連する案件となります。 

続きまして２番、交換を行う土地は、野田町地内の田、面積は１，６２６㎡

です。 

審議の後、承認をいただきましたら、いずれも８月３１日付で公告の手続き

を行います。  

以上よろしくご審議をお願いいたします。 

本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件は計画のとおり決定することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第４号はそのように決定いたしました。 

それではここで暫時休憩といたします。 

【午前１０時５０分 休憩】 

それでは休憩前に引き続き、議事を再開いたします。 

【午前１０時５４分 再開】 

続いて、議案第５号 足利農業振興地域整備計画の変更（案）に係る市長か

らの協議についてを議題といたします。 

市当局の説明をお願いいたします。 

議案書の２３ページをご覧ください。 

議案第５号、足利農業振興地域整備計画の変更（案）について、ご説明いた

します。 

足利市では、農業振興地域の整備に関する法律に基づいた足利農業振興地

域整備計画において、農業上の利用を確保すべき土地として農用地区域を設

定しております。 

今回は、この農用地区域内における計画の変更についてです。 

７月の申出受付分は、用途区分の変更となる JA 足利トマト選果場の移転、

除外となる一般住宅の建築の２件です。 

それでは、議案についてご説明いたします。 

１番、「用途区分の変更」です。農地を、耕作目的ではない農業用の用途へ

変更するもので、変更後も農用地区域のままとなります。 

農振法では、用途区分の変更について要件や関係機関への意見照会につい

ての規定はございませんが、市では、農業及び農業者への影響などを考慮いた
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しまして、おおむね農振除外の要件に準じた審査をしております。 

また、今回の案件は申出面積が１ｈａを超えるため、栃木県との協議も行う

こととなります。 

変更後の用途は、農業用施設、変更申出地は、ＪＡ足利営経プラザ南側の田、 

上渋垂町７２３ほか６筆、計１４，４３６㎡です。 

変更目的は、野田町にあるトマト選果場の移設です。 

申出の理由は、今後も出荷増が見込まれる中、選別機械の老朽化及び処理能

力不足の解消とともに、機械の大型化及び作業スペースを確保するため、現施

設を移転するものです。 

土地については、市内のトマト生産エリアの中央付近であり、部会員の選果

場までの距離及び出荷効率が平均化され、搬入にともなう荷傷みが減少し、品

質向上、売上増も期待できる場所を選定しております。 

土地の選定にあたっては、市街化区域、既存敷地、その隣接地、あがた駅南

産業団地、いちご集出荷場の隣接地、営経プラザ北側の農地等の複数の土地を

検討したものです。 

建物、通路、資材置き場、駐車場、調整池等の面積は、必要最小限であり、

適当なものと考えられます。 

日照については、西側に建物を建築し、東側の田への影響を軽減していま

す。また、西側の田については、市道を介しているとともに、建物の位置も間

隔をとっているため軽微なものと考えられます。 

申出地外周にはフェンスを設置し、ごみ等が農地へ入らないように配慮し

ています。 

排水については、雨水及び合併処理浄化槽からの汚水を調整池から東側の

排水路へ放流することで、三栗谷用水土地改良区と協議しており、周辺農地へ

の影響はないものと考えられます。 

隣接農地の地権者及び耕作者も同意しております。 

都市計画法においては、第３４条第４号後段に該当し、開発許可の見込みが

あるとの回答を得ています。 

申出地は、北側は JA の営経プラザ、西側は市道に接するのみですが、農作

業の集団化等に大きな影響を及ぼすおそれはないと考えられ、また、市及び地

域の農業振興に貢献する施設であることや必要性等を総合的に勘案し、やむ

を得ないと判断いたしました。 

申出地では３名の認定農業者が耕作しておりますが、施設野菜主体の農業

者及び他地域での農地集積を計画している農業者であるため、経営面積の減

少にともなう農業経営改善計画の達成に支障はないものと考えられます。 

申出地は、平成２２年度に完了した灌漑排水事業の受益地に入っておりま

すが、敷地内を横断する用水路はなく、支線用水路の最下流部に位置している

ため農業用水路の機能に支障はなく、市及び地域の農業振興に貢献する施設

であること、必要性等を総合的に判断し、やむを得ないと考えます。 
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議長 

３０ページ以下に位置図、農振図、公図の写し、土地利用計画図、建物図面

が添付されていますので、ご参照ください。 

続いて、議案書の３６ページをご覧ください。 

２番、一般住宅の建築に係る農用地区域からの除外についてご説明いたし

ます。資料といたしまして３７ページに位置図、３８ページに農振図、こちら

は白黒となっておりますが、塗りつぶしてあるところが青地となっておりま

す。３９ページが土地利用計画図、４０ページに公図の写し、４１ページ以降

に建物図面等が添付されていますので、ご参照ください。 

では説明させていただきます。 

今回除外後の用途は、一般住宅となっております。 

申出地は、島田町の県道赤岩・足利線と市道上渋垂藤本通りの交差点から西

に８０ｍの田、島田町８２３ー１、２，６５８㎡のうち５００㎡です。 

申出理由は、申出者及び申出者の妻とも７０歳代となり、健康面に不安が出

てきたため、群馬県邑楽郡大泉町に暮らす長女家族と共に協力して生活する

というものです。 

申出者の住居に長女家族３名が居住するには狭小であり、７歳の孫の成長

を考えると部屋も不足し、また、孫の進学や環境変化への順応性を考えると、

幼少期の現在が良いと思われ、住宅建築の必要性があると考えられます。 

土地選定については、市街化区域など申出者の居住地近隣で、農用地以外の

土地を検討したものの適地がありませんでした。また、申出者の所有地を検討

しましたが、農用地区域の縁辺部に該当しない等の理由でこちらの申出地と

なりました。 

申出地は宅地等の農用地区域外の土地に、２辺以上が接しており、農用地区

域の縁辺部に該当するものです。 

申出地の耕作者は認定農業者ですが、今回の除外面積は、当該認定農業者の

経営面積の０．４％であること、当該認定農業者の後継者は地域の担い手とし

て位置づけられており、農地の集積・集約にも影響はないと考えられ、住宅建

築にも同意しています。 

雑排水は合併処理浄化槽を設置し、市道側溝へ排水するため、農業用水路の

機能に支障はないと考えられ、三栗谷用水土地改良区からの同意書も提出さ

れております。 

申出地は畦畔で２つに分かれておりますが、住宅建築による分筆後は、１枚

の田として利用いたします。 

出入口及び水の取入れは既存の東側から、排水は耕作者が素掘りで西側に

設ける予定です。 

申出地は昭和２１年度に完了した圃場整備事業の受益地でありますが、完

了後８年を経過しております。 

以上のことから、除外はやむを得ないと考えられます。説明を終わります。 

ご審議よろしくお願いいたします。 
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議長 

 

議長 

本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件は計画のとおり承認することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第５号はそのように承認いたしました。 

以上で本日の議案審議全部を終了いたしました。 

なお、議案末尾に事前協議申請の処理経過及び農地法第１８条第６項の規

定による通知について載せておきましたので、ご承知おきください。 

慎重なるご審議をいただき、ありがとうございました。 

以上で、第３回足利市農業委員会を閉会いたします。 

【午前１１時０７分  閉会】 
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